
Ⅰ．諸言

　看護の過程で最も重要なことは，患者と看護師の間の

関係を通して如何に患者に満足を与える援助を行なうか

にあると述べている1 )．従って，看護師は，患者と人間

関係を築くなかで患者にとっての最善のケアを見出し，

技術を持って提供し，生きる力を引き出していくことが

使命であるといえる．

　より良い看護のためには，豊富な専門的知識や技術だ

けではなく，相手を思いやり，気づかうなどの看護者の

良き人格が必要であることが示唆されている．心を込め

た看護は，関わりや技術を通して患者に必ず伝わるから

である．ケアには「相手に対して心からの配慮をする」

という意味があると述べており2 )，援助にしても，その

動機に相手を思いやる気持ちがあってこそほんとうのた

すけとなると述べている．また，看護師に求めるものと

して「優しさ，温かさ，思いやり，柔軟性，内省性など

を備えた豊かな心（人間性）」と挙げ，それが患者との

間によい人間関係を築く基礎となり,その上で，はじめ

て看護における専門性が生かされるとも述べている1 )．

森ら3 ) は，患者満足度調査を行い，患者が入院中に良

かったと思うことで最も多かったのは，「看護師の対応・

態度」であり，136件中50件と示している．「きちんとし

た挨拶」「ナースコールへの適切な対応」「私語を慎み不

用意な言動しない配慮」の 3項目に対し，「そうである」

と感じる割合が80％を超え，いずれも看護師の対応，態

度に満足を示していた．このことから，看護師の適切な

態度が患者の満足につながっており，それには看護師一

人一人が持つ人間性が根底にあるのではないかと考え

る．また，文部科学省4 ) は，看護系人材として求めら

れる資質のひとつとして，コミュニケーション能力を挙

げ，その中で，豊かな人間性や多種多様な人々を尊重し

た態度で支援できる人材を求めている．

　このように，看護における人格形成とは，患者の満足

につながるなどの質の高い看護を提供するために，モラ

ルやあらゆる物事のとらえ方，価値観や人間性を整えて

いくことであり，看護師として求められる資質に近づい

ていく過程であると考えられる．患者へのより良いケア

のために，社会全体としても看護師はよき人格者である

ことが求められ，看護師としての人格を培っていく必要

がある．

　「教育は人格の完成を目指す」と教育基本法にあるよう

に，教育の目的の一つに人格の形成がある．Erikson， E．

の青年期における自我同一性の確立という重要な発達課

題に直面する時期にある看護大学生にとって，看護教育

は専門知識や技術の習得のみならず，人格形成において

も重要な役割を果たしていると述べている5 )ことから，

看護教育は人格形成に大きく影響すると考えられる．
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先行研究では，看護教育に含まれる臨地実習において，

社会的スキルや思いやりといった人格の形成に関する研

究が行われている．領域別臨地実習を履修した看護大学

生 3・ 4年生全員が，実習によって人間としてかなりあ

るいは少し成長したと回答していたと述べており6 )，看

護学を学ぶことによって人格が形成されることを示唆し

ている．また，人格形成の要素として，思いやり行動の

発達について調査し， 1年次より 3年次で看護における

思いやり行動が発達したと述べている7）．そして，学習

進度に伴う科目履修や学習方法や学内演習，臨地実習

は，思いやり行動に影響を与えるきっかけであることを

明らかにしている．また，看護大学生の社会的スキルは

学年が上がるごとに上昇することを示している8 )． こ

のことから，看護を学ぶことによって，専門的知識を習

得できるだけでなく，社会的スキルや思いやり，共感性

が向上していることから，看護学を学ぶことが，看護学

生の人格形成により良い影響を与えていることが示唆さ

れる．しかし，看護学を学ぶことによる人格形成の要素

における研究は，思いやりや社会的スキルなど限定的で

あり，明らかにされている人格形成の要素は少ない．ま

た，具体的な看護教育，看護大学生生活のどのような場

面やきっかけによって人格が形成されるかは十分明らか

にされていない．そのため，看護大学生が看護学を学ぶ

なかで認識した人格形成の要素と具体的なきっかけを明

らかにし，看護学における新しい価値を見出したいと考

えた．

Ⅱ．用語の定義

　人格形成：知能，思考から感情，性格まで，人間の心

の全ての側面を統合したもの．（例えば，その人が現在

まで備え持っている性格やモラル，能力（スキル），あ

らゆる物事のとらえ方，価値観や人間性が看護師におい

て求められる資質に形作られていくこと．）

　きっかけ：自分の人格を形成できたと本人が認識して

いる機会や手がかり，動機や成り行き．授業の科目も含む．

　看護学を学ぶこと：看護大学生として授業や臨地実習，

自己学習や看護研究など，看護を学び合う組織の中での

日々の学生生活．ただし，部活動やサークル，他の課外

活動は含めない．

Ⅲ．研究方法

1．研究対象者

　A大学看護学部に在籍する看護学部生 1年生から 4年

生の約320人を対象とした．

2 ．データ収集方法

　看護大学生285名に授業終了後等に研究説明を行い，

質問紙を配布した．授業終了直後の回答は誘導せず，学

部棟内の鍵付回収箱にて回収した.質問内容は，学年お

よび，「看護大学生生活において人格形成できたか」に

対し，「かなりできた」「少しできた」「変わらない」「あ

まりできなかった」「全くできなかった」「できているの

かわからない」の 6段階から質問した．「かなりできた」

「少しできた」に回答した学生を対象に，看護大学生生

活の中のどの場面やきっかけで人格形成できたと認識し

たかを質問した．看護学大辞典を参考に，看護大学生

生活は「講義」「演習」「実習」「学生生活」の 4つに大

別されると考え，これら 4つの箇所にあてはまる場面や

きっかけを自由に記述してもらった．各学年の質問紙の

回答期間は2018年 6 月から 7月とした．

3 ．データ分析方法

　 1 ）学年と人格形成の認識については，記述統計を算

出した．看護大学生生活において人格形成できたかにつ

いては，「 6．かなりできた」「 5．少しできた」「 4．

変わらない」「 3．あまりできなかった」「 2．全くでき

なかった」「 1．できているのかわからない」と得点化

した．統計的解析ソフトは，Microsoft® Excel® 2013を

使用した．

　 2）自由記述内容を質的帰納的に分析した．

　（ 1）人格形成の要素の分析

　 　記述データを熟読し，「人格形成された場面や学び

のきっかけ」とそれによる「認識と行動」にデータを

分類した．看護学生生活全体としてどのような人格形

成がなされるのかに着目し，データを抽出した．抽出

したデータの意味を要約し，コード化，サブカテゴ

リー・カテゴリー化した．さらに，サブカテゴリー

間の関係性を確認し，ERIC（国際理解教育センター）

が提示している，人権尊重行動へ至る三段階“ 3 As”

を人格形成の段階の目安として採用し，「意識する」，

「態度が変わる」，「行動が変わる」という順に並べた．

　（ 2）きっかけの分析

　 　記述データより，人格形成された場面や学びのきっ

かけに焦点を当て，抽出したデータの意味を要約し，

コード化した．学びやきっかけの内容を，A大学看護

学部のホームページの履修モデル及びシラバスを参考

にし，専門分野・科目等に置き換えた．看護大学生生

活における人格形成のきっかけを 4つの分類（講義，

演習，実習，学生生活）ごとに整理し，主にどのよう
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なきっかけが人格形成に影響しているのかに焦点を当

て，抜粋したきっかけと記述された科目を，それぞれ

多いものから順に示し，分析した．

　いずれも，質的研究の実績を有するスーパーバイズを

得てデータ分析の妥当性を確保した．

4 ．倫理的配慮

　本研究はA大学看護学部生倫理審査会の審査を受け，

承認を得て行った（承認番号:2018-006）．授業終了後に，

調査の説明と調査用紙を配布した．対象者に，研究の主

旨，自由意志の参加，個人情報保護，データの取り扱い，

途中辞退の保障，調査結果の公表方法等を文書及び口頭

で説明した．授業終了後の回答ではなく，自由な時間で

の回答を促した．

Ⅳ．研究結果  

1 ． 研究協力者の概要

　質問紙の配布数は学部全体で合計285部，回収数は146

部（回収率51.2％）であった．学年別の回収率は， 1年

生が46.2％， 2年生が52.5％， 3年生が54.1％， 4年生

が52.7％であった． 

 

2 ．学部全体における人格形成への認識

　看護大学生生活における人格形成の認識について，回

収された146名のうち学部全体で「かなりできた」が全体

の24.7％となり，「少しできた」が51.4％であった．「か

なりできた」「少しできた」の合計は全体の76.1％であった．

3 ．学年ごとにおける人格形成への認識

　 2， 3， 4年生において，「 6．かなりできた」「 5．

少しできた」と回答する学生が 8割以上を占めたが， 1

年生は半数程度であった（表 1）．

表 1　看護大学生生活において人格形成できたと
認識した各学年の人数と割合

学年（n） 6.かなりできた 5.少しできた 4.変わらない 3.あまり
　できなかった 2.できなかった 1. できているのか

わからない

4 年生 （38）9（23.7%）27（71.1%） 2（5.3%） 0（0.0%） 0 (0.0%) 0 (0.0%)

3 年生 （40）15（37.5%）17（42.5%） 5（12.5%） 2（5.0%） 0 (0.0%) 1 (2.5%)

2 年生 （32）11（34.4%）14（43.8%） 6（18.8%） 0（0.0%） 0 (0.0%) 1 (3.1%)

1 年生 （36） 1（2.8%）17（47.2%）16（44.4%） 0（0.0%） 0 (0.0%) 2 (5.6%)

4 ．看護学を学ぶことによる人格形成の要素

　看護学を学ぶことによる人格形成の要素を表 2に示す．

看護学を学ぶことによる人格形成の要素は全部で63コード

抽出され，16サブカテゴリー，2カテゴリーに分類された．

以下，本文中カテゴリーは【 】で，コードは〔 〕で示す．  

 

　カテゴリーは，【A．看護師としての自己実現に向け

て学ぶ姿勢】と，【B. 他者を大切にし，相応しい行動が

できる自分への成長】の 2つに分類された．

1） 【A. 看護師としての自己実現に向けて学ぶ姿勢】

　看護大学生生活での実習などのきっかけによって自己

を見つめ，自分の中の価値観や捉え方が変わるなどし

て，自己成長に繋がるとされる人格が形成できたことと

意味づけした．この中には， 8つのサブカテゴリーが包

含された．

　（ 1） 〔A- 1  新しい考えや知識を得る〕は，今まで自

分が知り得なかったものを知ることが出来た状態

であり，“考え方や知識を得られた”“看護師とし

て求められる力について知った”“視野が広がっ

た”の 3つのコードが挙げられた． 

　（ 2） 〔A- 2  看護の素晴らしさを実感する〕は，学び

を通して，看護に対する深い味わい，本当の楽し

さを知ることが出来るようになった状態であり，

“看護の尊さを感じた”“誰かのために動ける素晴

らしさを実感した”“患者から力をもらった”“人

間の生命力や可能性を感じた”の 4つのコードが

挙げられた． 

　（ 3） 〔A- 3  自分を見つめる〕は，言動や価値観を振

り返り，内省し，自己理解や改善をしようと試

みることができるようになった状態であり，“自

己理解が出来た”“自分を見つめなおした”“自分

の悪いところを改善しようと意識するようになっ

た”の 3つのコードが挙げられた．　　　　

　（ 4） 〔A- 4  感謝の心を抱く〕は，知り得た知識や状

況を自分の身に置き換えた時にいかに自分が恵ま

れていたかに気づいてありがたさを抱いた状態で

あり，“将来患者に向き合えることにありがたさ

を感じた”“自分が健康である事への感謝が湧い

た”“自分の人生を幸せに思えるようになった”

の 3つのコードが挙げられた． 

　（ 5） 〔A- 5  自分の価値観を形成する〕は，得た知識

や価値観を自分の中に取り入れ，自分の価値観を

より良いものに変えることが出来た状態であり，

“看護観が深まった”“価値観を形成できた”の 2

つのコードが挙げられた． 

　（ 6） 〔A- 6  物事へのとらえ方が変わる〕は，ある事

象に対する自分の視点や受けとめ方が変わったこ
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表 2　看護学生生活における人格形成の要素

カテゴリー サブカテゴリー コード抜粋 人権尊重行動段階 コード数

A. 看護師としての自
己実現に向けて学ぶ

姿勢

A- 1  新しい考えや知
識を得る

考え方や知識を得られた／看護師として求
められる力について知った／視野が広がった 意識化する 3

A- 2  看護の素晴らし
さを実感する

看護の尊さを感じた／誰かのために動ける
素晴らしさを実感した／患者から力をも
らった／人間の生命力や可能性を感じた

態度姿勢が変わる

4

A- 3  自分を見つめる
自己理解が出来た／自分を見つめなおした
／自分の悪いところを改善しようと意識す
るようになった

3

A- 4  感謝の心を抱く
将来患者に向き合えることにありがたさを
感じた／自分が健康である事への感謝が湧
いた／自分の人生を幸せに思えるように
なった

3

A- 5  自分の価値観を
形成する 看護観が深まった／価値観を形成できた 2

A- 6  物事へのとらえ
方が変わる

多面的に捉えられるようになった／物事に
意味を見出すことが出来た／物事を客観的
に見ることが出来た

3

A- 7 目標に向けて学び
を深めたいという思い

看護師になる事への実感がわいた／患者の
ために看護できるようになりたいと思った
／理想の看護師像を見つけた／根拠に基づ
いて行動しようと思った／やる気が出てき
た／積極的に学ぼうと思った／将来に活か
したいと思った

7

A- 8 日常で看護の学び
を活かす

看護の概念が生活に活かせた／考え方や発
言が医療者に近づいた／先々を考えて行動
するようになった

行動変容 3

B. 他者を大切にし，相
応しい行動ができる
自分への成長

B- 1 思いやりの心が強
まり配慮を意識する

プライバシー等患者への配慮が出来るよう
になった／声掛けなどの気配りを意識でき
るようになった／思いやりの心が強まった
／心を込めてケアしたいと思った

意識化する 4

B- 2 他者の価値観を受
け止める

異なる意見も否定せず受け入れる姿勢が身
に付いた／あらゆる生き方や考え方を認め
られるようになった／その人の特性を感じ
ることが出来た

態度姿勢が変わる

3

B- 3 他者の気持ちに寄
り添う

もっと患者に寄り添いたいと思えるように
なった／相手の気持ちを理解しようと努め
た

2

B- 4 他者を尊重した態
度を意識する

相手を尊重して接することが出来た／人権
について考えるようになった／生命への敬
意を忘れずに行動できるようになった／優
しくしたり話を聞こうと思った／友人を大
切にしようと思った

5

B- 5 他者理解をする 相手の気持ちや考えを理解することが出来
た／不安な気持ちに気づくことが出来た 2

B- 6 他者への関わり方
の変化

人と関わることに能動的になった／コミュ
ニケーション能力が上がった／傾聴を意識
するようになった／思いを引き出す接し方
を学んだ／明るくなった／暴言が減った／
人とのかかわりに対して自分が成長できた
／タッチングが出来るようになった／心を
開けるようになった

行動変容

10

B- 7 助け合う心を持ち
行動する

他者と協力する大切さに気付いた／共にが
んばることの重要性を知った／仲間と支え
合うことの大切さを学んだ／苦楽を分かち
合える友人がいることに幸せを感じた／励
まし合えることが出来た

5

B- 8 他者の立場に立っ
て行動する

相手の状況に対する関わり方を考えること
が出来た／相手の立場を考えて行動できる
ようになった／個別性を考えられるように
なった／相手の求めている事を考えて行動
できた

4
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とで，以前と違った意味付けや判断が出来るよう

になった状態であり，“多面的に捉えられるよう

になった”“物事に意味を見出すことが出来た”“物

事を客観的に見ることが出来た”の 3つのコード

が挙げられた． 

　（ 7） 〔A- 7  目標に向けて学びを深めたいという思い〕

は，看護の学びによって，なりたい看護師像や将

来の目標が見つかり研鑽しようとする意欲が高

まった状態であり，“患者のために看護できるよ

うになりたいと思った”“積極的に学ぼうと思っ

た”“将来に活かしたいと思った”など 7つのコー

ドが挙げられた． 

　（ 8） 〔A- 8  日常で看護の学びを活かす〕は，看護で

の学びが自分の生活の質の向上のために活用しよ

うしているまたはできている状態であり，“看護

の概念が生活に活かせた”“考え方や発言が医療

者に近づいた”“先々を考えて行動するようになっ

た”の 3つのコードが挙げられた． 

2 ） 【B. 他者を大切にし，相応しい行動ができる自分へ

の成長】

　看護学生生活での実習などのきっかけから，患者をは

じめとする他者に対して関心を持ち，他者のためになる

ような働きかけが出来る人格が形成できたことと意味づ

けした． 8つのサブカテゴリーが包含された． 

　（ 1） 〔B- 1  思いやりの心が強まり配慮を意識する〕

は，他者のために思いやり，不都合や不利益が無

いように気遣う気持ちが以前より強まった状態で

あり，“プライバシー等患者への配慮が出来るよ

うになった”“声掛けなどの気配りを意識できる

ようになった”“思いやりの心が強まった”“心を

込めてケアしたいと思った”の 4つのコードが挙

げられた．

　（ 2） 〔B- 2  他者の価値観を受け止める〕は，たとえ

自分と考え方が異なっていても否定せずにその人

の考え方として承認できるようになった状態であ

り，“異なる意見も否定せず受け入れる姿勢が身

に付いた”“あらゆる生き方や考え方を認められ

るようになった”“その人の特性を感じることが

出来た”の 3つのコードが挙げられた． 

　（ 3） 〔B- 3  他者の気持ちに寄り添う〕は，対象の気

持ちなどに共感しようとする姿勢を持てるように

なった状態であり，“もっと患者に寄り添いたい

と思えるようになった”“相手の気持ちを理解し

ようと努めた”の 2つのコードが挙げられた． 

　（ 4） 〔B- 4  他者を尊重した態度を意識する〕は，対

象の存在や言動を尊いものとして重んじて敬う行

為をするようになった状態であり，“相手を尊重

して接することが出来た”“友人を大切にしよう

と思った”などの 5つのコードが挙げられた． 

　（ 5） 〔B- 5  他者理解をする〕は，対象の状況や気持

ちを少しでも共感したり理解できるようになれた

状態であり，“相手の気持ちや考えを理解するこ

とが出来た”“不安な気持ちに気づくことが出来

た”の 2つのコードが挙げられた． 

　（ 6） 〔B- 6  他者への関わり方の変化〕は，他者との

関わりがより良くなるように自身の直接的な言動

や振る舞いを変えていくことが出来た状態であ

り，“人と関わることに能動的になった”“コミュ

ニケーション能力が上がった”“明るくなった”

など10個のコードが挙げられた． 

　（ 7） 〔B- 7  助け合う心を持ち行動する〕は，ある目

的のために他者と心を共にし，鼓舞し合い，力を

合わせて努力する姿勢が身に付いた状態であり，

“他者と協力する大切さに気付いた”“共にがんば

ることの重要性を知った”など 5つのコードが挙

げられた． 

　（ 8） 〔B- 8  他者の立場に立って行動する〕は，対象

の気持ちや状況を考えたうえで自分の行動をどう

すべきか判断し行動できるようになった状態であ

り，“相手の立場を考えて行動できるようになっ

た”“相手の求めている事を考えて行動できた”

など 4つのコードが挙げられた．

5 ．人格形成のきっかけ

　看護大学生生活における人格形成のきっかけを 4つの

分類（講義，演習，実習，学生生活）ごとに整理し，記

述の多かったきっかけを抜粋し，表 3に示した． 

　最も記述が多かった分類は演習であり，84の記述が

あった．その中でも《対象者への援助技術を学ぶ》きっ

かけが最多であった．次に，講義が多く，78の記述があっ

た．《看護の対象者の特徴を知る》などのきっかけが挙

げられた．次に実習となり，76の記述があった．《看護

の対象者との関わり》というきっかけが多く挙げられた．

Ⅴ．考察

1．人格形成の認識

　結果より，大多数の看護大学生が，看護大学生生活に

よって人格形成できたと認識していた．先行研究におけ
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る内容と大筋一致しており，看護学を学ぶことによって

人格形成されることが示唆された． 2年生と 3年生と 4

年生が， 1年生よりも人格形成できたと認識した割合が

高い理由の一つには学習経験の差が考えられる。齋藤ら9）

の思いやり行動における研究では，学年が上がることで

看護における思いやり行動が有意に発達したと述べ，こ

の要因として専門知識の習得の積み重ねや，実習を通し

た教育の効果によるものと考察している．また， 1年生

に質問紙を配布したのは，入学して約 3か月経った頃で

あり，大学生活という新しい環境で生活し，看護学を学

ぶことで新たな知識や視点を増やし始める時期である．

そのため，すぐに自分の態度を変え行動まで変容できた

り，自分の人格形成を実感したり，またそれが看護学に

よるものなのかを自覚することはまだ難しい． 2年生以

降になると，看護の専門分野の科目を学習する機会が増

え，実習も行うなど臨場感のある経験が増える．人格形

成の最も多かったきっかけが演習での《対象者への援助

技術を学ぶ》であり，他学年と比べこの時期の 1年生は

対象者への援助技術を学ぶ機会は少ない．次に多かった

講義においても，該当した科目で多かったものは成人看

護学など， 2年生から履修する専門科目が多く見受けら

れた．このことからも，経験の豊富さや人格形成のきっ

かけとなる機会の違いから， 1年生と他学年の間に人格

形成への認識の差が生じたと考えられる．看護学を学ぶ

経験は人格形成へのきっかけを与え，学生の人格形成の

認識も高めると考える．

2 ．看護学を学ぶことによる人格形成の要素

　看護学を学ぶことによる人格形成の要素のカテゴリー

は大きく 2 つに分類された.看護学を学ぶことによって

自分を見つめ，新たな自分を見出し，他者のために行動

できる自分へと成長できることが明らかになった．この

自己と他者の関係性として，森10）は対象を理解するプ

ロセスについて示し，他者に興味関心を抱くことで改め

て自己への関心が生じると述べている．そして，自己と

対峙した結果，自己理解が深まると述べており，自己理

解と他者理解に相互性がみられることを明らかにしてい

る．看護の対象は，患者という他者であり，向けられる

関心が他者から始まる．看護学を学ぶことによる人格形

成は，他者へ向き合うことから始まり，〔新しい考えや

知識を得〕たり，〔看護の素晴らしさを実感〕するといっ

た新たな気づきやスキルを習得する．そこから，関心を

自分の方に引き寄せた時に，客観的あるいは多面的に

〔自分を見つめる〕ことが出来るようになる．自分を見

つめることで自己理解を深め，〔感謝の心を抱く〕よう

になり，〔自分の価値観を形成〕でき，〔物事へのとらえ

方が変わ〕り，〔目標に向けて学びを深めたい〕と思う

など，自己の内側から新たな価値観や感情などが湧き出

でる．そうした価値観や感情は〔日常で看護の学びを活

か〕せるという自己実現への行動変容に繋がっていく．

また，自己との対峙によって生まれた価値観や感情など

は，再び他者にも向けられるようになる．〔思いやりの

心が強まり配慮を意識〕でき，〔他者の価値観を受け止

め〕られるようになり，〔他者の気持ちに寄り添〕い，〔他

者を尊重した態度を意識〕できるようになるという態度

姿勢がこれに値する．そして，実際にそれらが行動とし

てあらわれてくると，〔他者理解〕が出来るようになり，

〔他者への関わり方の変化〕が生まれ，〔助け合う心を持

ち行動〕し，〔他者の立場に立って行動〕できるように

なるというように行動化できた自己を認識する．この自

表 3　人格形成のきっかけ

分類 データ数 きっかけ抜粋 記述のあった専門分野・科目等

講義 78

看護の対象者の特徴を知る，看護の概念を
学ぶ，看護の対象者との関わり方を学ぶ，看
護師の態度を学ぶ，教員らの体験を聞く，対
象者を知る，自分のキャリアビジョンを考え
る　など

看護学概論，看護理論，人間関係とコミュニ
ケーション，健康と生活，キャリアプランニ
ング基礎,成人看護学，小児看護学，老年看護学，
成人看護慢性期援助論，精神看護学，
母性看護学，心理学， 

演習 84
対象者への援助技術を学ぶ，看護の対象者
を体験する，グループワークを通して学び
合う，事例でケアを検討する　など

生活援助技術，
臨床看護技術,
看護過程,
小児看護援助論,

実習 76
看護の対象者との関わり，先生からの指導，
現場の看護師を見る，困難な体験をする，学
生間で学び合う　など

基礎看護学実習Ⅰ,
基礎看護学実習Ⅱ,
成人看護学慢性期実習，
成人看護学急性期実習, 

学生生活 13 看護大学生生活  
注）空欄は該当なしとみなす
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己と他者との相互作用によって，より良い自分へと成長

させ，他者を大切にするという人格を形成していくこと

が考えられる．

3 ．人格形成できたきっかけ

　人格形成が行われるきっかけは，主に演習での《対象

者への援助技術を学ぶ》，実習での《看護の対象者との

関わり》というきっかけによって人格形成できたと認識

をしていた.学びの「経験をする」ことが，看護大学生

の人格形成に影響を与えていると考えられた．太田11)は

Polanyiの文献を用いて，「知的に知る」ことと，「実践

的に知る」ことの 2つが存在して「知る」とし，看護学

教育は「経験」を通して学びになるという事を説明して

おり，看護学教育の在り方の中で，看護学生の人格形成

の重要性をも述べている．松尾12）は，経験とは人間と

外部環境との相互作用と定義しており，経験から学び成

長することの重要性を提唱している．伊藤13)は，経験学

習の一つである体験学習は，実感が強く働き，情動と認

知がともにかかわることから興味や関心を刺激し，学習

の定着度は高く，他方では個性の気づきを容易にし，そ

の発動を促す可能性が大きいと述べている．つまり経験

は，目の前で生じている現象を自己に実感させ，自己を

刺激し何らかのインパクトを与えやすくする作用がある

と考えられ，それによって自己を見つめ意味を見出し，

自己理解と他者理解をもたらす．そして，自己と他者へ

の関心を統合させるとき，人間として成長することが出

来る12)．経験をするということは人格形成をより促進さ

せるものであることが考えられた.したがって，人格形

成のきっかけには，《対象者への援助技術を学ぶ》，《看

護の対象者との関わり》，といった，「経験をする」こと

が上位に挙がったと考えられる．

Ⅵ．結論

　 1． 学部全体の76.1%が看護学を学んだことで人格形

成できたと認識していた．看護学を学んだことで

人格形成できたと認識していた点で，看護大学生

2， 3， 4年生が 1年生よりも割合が高かった．

　 2． 看護学を学ぶことによる人格形成の要素は【A．

看護師としての自己実現に向けて学ぶ姿勢】と，

【B. 他者を大切にし，相応しい行動ができる自分

への成長】であった．

　 3． 人格形成の主なきっかけは，演習，講義，実習で

あり，《対象者への援助技術を学ぶ》，《看護の対

象者との関わり》というきっかけが多く挙げられた．
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